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現
行
の
交
渉
で
は
、
相
互

枠
を
等
量
と
し
、
魚
価
を
考

慮
し
て
、
日
本
側
が
追
加
的

に
協
力
金
を
支
払
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
「
獲

っ
て
も
獲
ら
な
く
て
も
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の

が
現
状
。
こ
の
た
め
、
サ
ン

マ
業
界
と
し
て
は
、
現
行
の

枠
組
み
を
見
直
し
、
相
互
枠

に
か
か
る
協
力
金
の
軽
減
を

第
一
義
と
し
た
、
新
た
な
枠

組
み
と
す
る
必
要
性
を
訴
え

て
い
る
。

ま
た
、
協
力
金
な
ど
の
操

業
関
係
費
用
を
漁
業
者
だ
け

で
負
担
す
る
の
は
極
め
て
難

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
に
よ
る
支
援
の

検
討
も
求
め
る
と
と
も
に
、

漁
獲
割
当
量
の
有
償
枠
は

要
望
し
な
い
こ
と
も
伝
え

た
。沖

底
業
界
は
こ
れ
ま
で
同

様
、
現
行
漁
獲
割
当
量
の
堅

持
と
有
償
料
の
減
額
、
ロ
シ

ア
公
務
員
の
日
本
の
港
で
の

上
下
船
な
ど
操
業
条
件
の
緩

和
の
ほ
か
、
日
本
二
百
�
内

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
ロ
シ
ア
人

乗
船
便
宜
置
籍
（
Ｆ
Ｏ
Ｃ
）

船
の
厳
格
な
取
り
締
ま
り
体

制
の
構
築
を
要
望
。

昨
年
の
交
渉
が
年
内
に
妥

結
せ
ず
、
１
〜
２
月
の
操
業

断
念
を
強
い
ら
れ
た
底
は
え

縄
業
界
は
、
第
一
に
年
内
の

交
渉
妥
結
を
要
請
。
底
は
え

縄
船
の
約
９
割
は
サ
ン
マ
棒

受
網
漁
業
と
兼
業
で
、
サ
ン

マ
が
歴
史
的
な
不
漁
の
中
、

マ
ダ
ラ
を
主
体
と
し
た
同
漁

業
へ
の
期
待
は
非
常
に
大
き

い
た
め
、
１
〜
２
月
の
操
業

の
確
保
を
強
く
要
請
。
中
型

船
の
ロ
シ
ア
公
務
員
上
下
船

に
つ
い
て
も
日
本
の
港
で
の

実
施
を
求
め
た
。

イ
カ
釣
り
業
界
は
、
協
力

金
の
軽
減
と
と
も
に
、
日
本

側
が
用
船
し
て
支
払
っ
て
い

る
ロ
シ
ア
側
監
督
監
の
指
揮

船
の
経
費
も
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
ロ
シ
ア

警
備
艇
で
直
接
行
え
る
よ
う

要
望
。
操
業
計
画
が
難
し
い

７２
時
間
前
通
報
の
弾
力
的
な

運
用
も
求
め
た
。

道
漁
連
は
、
ロ
シ
ア
の
毛

ガ
ニ
密
漁
問
題
に
つ
い
て
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
の
違
法
敷

設
漁
具
が
今
年
５
〜
７
月
だ

け
で
１
０
０
０
個
を
超
え
る

な
ど
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
密
漁
取
り
締
ま
り
の

強
化
を
要
望
し
た
。

要
請
に
は
道
水
産
会
の
山

崎
峰
男
副
会
長
、
道
機
船
連

の
金
井
関
一
副
会
長
、
道
底

は
え
な
わ
漁
業
連
絡
協
議
会

の
荒
俣
友
輔
会
長
、
道
さ
ん

ま
漁
業
協
会
の
八
木
田
和
浩

会
長
、
道
東
小
型
さ
ん
ま
漁

業
協
議
会
の
東
野
勝
好
副
会

長
ら
が
参
加
。
７
日
に
道
の

中
田
克
哉
水
産
林
務
部
長
に

要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
た

後
押
し
を
要
望
し
た
あ
と
上

京
し
、
水
産
庁
の
山
口
英
彰

長
官
ら
に
要
望
。
翌
８
日
に

外
務
省
、
道
内
選
出
国
会
議

員
に
要
望
し
た
。

北
海
道
水
産
会
は
７
、
８
日
の
両
日
、
１２
月
上
旬
に
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
予
定
の
２

０
２
０
年
操
業
日
ロ
地
先
沖
合
漁
業
交
渉
に
向
け
て
、
道
お
よ
び
国
に
対
す
る
要
請

活
動
を
行
っ
た
。
特
に
歴
史
的
な
不
漁
に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て

い
る
サ
ン
マ
業
界
は
、
ロ
シ
ア
側
に
支
払
う
協
力
金
の
負
担
が
重
く
乗
り
か
か
っ
て

お
り
、
新
た
な
交
渉
フ
レ
ー
ム
の
検
討
を
強
く
要
請
し
た
。

【
小
田
原
】
水
産
海
洋
学

会
と
神
奈
川
県
小
田
原
市
、

相
模
湾
水
産
振
興
事
業
団
は

こ
の
ほ
ど
、
第
４３
回
「
相
模

湾
の
環
境
保
全
と
水
産
振

興
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
同
市

で
開
催
。
「
新
し
い
水
産
資

源
管
理
の
方
向
と
黒
潮
大
蛇

行
に
と
も
な
う
相
模
湾
の
漁

況
と
の
関
わ
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
漁
業
者
や
研
究
者
、
行

政
担
当
者
ら
１
３
０
人
が
参

加
し
た
。

櫻
本
和
美
東
京
海
洋
大
学

名
誉
教
授
が
「
水
産
資
源
管

理
の
現
状
・
課
題
と
新
し
い

資
源
管
理
の
方
向
に
つ
い

て
」
と
題
し
基
調
講
演
。
マ

グ
ロ
資
源
に
関
し
て
「
２
０

１
７
年
に
は
大
西
洋
ま
ぐ
ろ

類
保
存
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ

Ｃ
Ａ
Ｔ
）
は
、
再
生
産
関
係

が
不
明
で
最
大
持
続
生
産
量

（
Ｍ
Ｓ
Ｙ
）
の
推
定
を
行
わ

な
か
っ
た
」
と
Ｍ
Ｓ
Ｙ
理
論

を
批
判
的
に
紹
介
し
、
環
境

変
動
を
重
視
し
た
新
し
い
資

源
変
動
理
論
に
基
づ
く
資
源

管
理
導
入
の
た

め
「
脱
Ｍ
Ｓ
Ｙ

理
論
に
声
を
上

げ
て
」と
主
張
。

話
題
提
供
で

は
海
洋
研
究
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ

Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

の
美
山
透
氏
が

「
黒
潮
大
蛇
行
と
相
模
湾
お

よ
び
周
辺
海
域
の
海
況
へ
の

影
響
」
を
テ
ー
マ
に
、
黒
潮

大
蛇
行
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説

明
し
た
あ
と
、
「
現
在
の
黒

潮
の
大
蛇
行
が
始
ま
っ
て
２

年
３
か
月
が
経
過
し
て
い
る

が
終
息
の
兆
候
を
み
せ
て
い

な
い
」
と
話
し
た
。

「
黒
潮
大
蛇
行
と
定
置
網

な
ど
の
漁
況
と
の
関
係
」
の

テ
ー
マ
で
は
、
神
奈
川
県
水

産
技
術
セ
ン
タ
ー
相
模
湾
試

験
場
の
高
村
正
造
氏
が
マ
イ

ワ
シ
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、

ブ
リ
類
の
漁
獲
を
分
析
し
て

「
ブ
リ
は
大
蛇
行
月
の
漁
獲

は
少
な
い
傾
向
を
み
せ
、
小

型
の
銘
柄
は
漁
獲
差
が
な
か

っ
た
」
と
紹
介
。
静
岡
県
水

産
技
術
研
究
所
伊
豆
分
場
の

長
谷
川
雅
俊
氏
は
伊
豆
半
島

東
岸
の
７
か
統
の
大
型
定
置

で
は
「
大
蛇
行
発
生
後
は
漁

獲
量
が
減
少
し
た
月
が
多
か

っ
た
が
、
こ
れ
は
網
締
め
が

で
き
ず
操
業
日
数
が
少
な
か

っ
た
た
め
」
と
説
明
し
た
。

神
奈
川
水
技
セ
ン
タ
ー
の

岡
部
久
氏
は
「
黒
潮
大
蛇
行

と
シ
ラ
ス
船
曳
漁
況
」
を
テ

ー
マ
に
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

の
う
ち
沖
合
群
は
資
源
減
少

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
黒

潮
の
内
側
や
内
湾
の
沿
岸
群

は
健
在
で
「
沿
岸
群
は
大
蛇

行
で
不
漁
に
な
る
と
は
限
ら

な
い
」
と
解
説
し
た
。

総
合
討
論
で
は
、
定
置
漁

業
者
の
田
中
邦
男
氏
（
Ｊ
Ｆ

平
塚
市
漁
協
）、シ
ラ
ス
船
び

き
漁
業
者
の
杉
山
武
氏

（
同
）、定
置
乗
組
員
の
大
浦

航
平
氏
（
Ｊ
Ｆ
小
田
原
市
漁

協
）
が
現
場
か
ら
「
海
洋
環

境
の
保
全
が
重
要
で
、
漁
獲

物
の
販
売
拡
大
も
目
指
さ
ね

ば
い
け
な
い
」
と
話
し
た
。

松
山
優
治
東
京
海
洋
大
名

誉
教
授
が
座
長
を
務
め
た
議

論
で
は
「
定
置
網
に
入
っ
た

ク
ロ
マ
グ
ロ
だ
け
を
逃
が
す

こ
と
な
ど
絶
対
不
可
能
」（
高

橋
征
人
小
田
原
市
漁
協
組
合

長
）
と
い
っ
た
現
場
の
声
が

上
が
る
な
ど
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
、
松
山
名
誉
教
授

が
「
水
産
業
の
実
態
や
取
り

巻
く
厳
し
い
現
実
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
広
報
活

動
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

キ
ア
ン
コ
ウ
は
、
青
森
県
津

軽
海
峡
沿
岸
に
お
い
て
刺
網
漁

業
を
中
心
に
生
き
た
ま
ま
漁
獲

さ
れ
て
お
り
、
活
〆
に
よ
る
高

鮮
度
保
持
処
理
や
刺
身
を
軸
と

し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
観
光
客
を
も

て
な
す
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
６
月
に
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
２０
の
各
国

首
脳
の
夕
食
会
で
「
風
間
浦
鮟

鱇
」
が
提
供
さ
れ
、
一
躍
有
名

に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
漁
獲
量
は
ピ
ー
ク
で

あ
っ
た
２
０
０
５
年
の
９
７
４

�
か
ら
、
１８
年
に
は
４
７
３
�

と
お
よ
そ
半
減
し
て
お
り
、
適

切
な
資
源
管
理
手
法
の
開
発
が

急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
、
魚
類
の
資
源
評

価
を
行
う
場
合
、
年
齢
や
雌
雄

別
の
成
長
速
度
と
い
っ
た
生
物

学
的
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
大
量
の
サ
ン
プ
ル
を
買
い

上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
莫
（
ば
く
）
大
な
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
特
に
、
キ
ア
ン

コ
ウ
な
ど
の
単
価
が
高
い
魚
で

は
、
そ
の
問
題
は
深
刻
で
す
。

そ
こ
で
、
青
森
県
水
産
総
合

研
究
所
で
は
キ
ア
ン
コ
ウ
の
背

ビ
レ
第
一
棘
（
き
ょ
く
）
と
呼

ば
れ
る
組
織
、
い
わ
ゆ
る
「
あ

ん
こ
う
の
ち
ょ
う
ち
ん
」
に
着

目
し
て
、
資
源
評
価
に
必
要
な

年
齢
と
性
別
を
知
る
た
め
の
技

術
を
開
発
し
ま
し
た
。

年
齢
の
調
べ
方
は
、
魚
類
で

は
耳
石
と
呼
ば
れ
る
骨
組
織
に

刻
ま
れ
た
輪
紋
数
を
数
え
る
方

法
が
一
般
的
で
す
が
、
キ
ア
ン

コ
ウ
の
耳
石
は
輪
紋
の
形
成
が

不
規
則
で
年
齢
を
調
べ
る
こ
と

が
困
難
で
し
た
。
そ
こ
で
、
背

ビ
レ
第
一
棘
と
呼
ば
れ
る
組
織

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
根
元
か
ら

先
端
に
向
け
て「
た
け
の
こ
状
」

に
輪
紋
が
存
在
し
て
お
り
、
根

元
を
切
断
し
て
、
そ
の
横
断
面

の
輪
紋
数
を
数
え
る
こ
と
で
、

年
齢
を
調
べ
ら
れ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
輪
紋
は
キ

ア
ン
コ
ウ
の
成
長
が
停
滞
す
る

時
に
で
き
る
も
の
で
、
産
卵
が

終
わ
っ
た
夏
と
、
水
温
が
低
く

な
る
冬
の
年
２
回
で
き
ま
す
。

背
ビ
レ
第
一
棘
の
長
さ
か

ら
、
キ
ア
ン
コ
ウ
本
体
の
全
長

や
体
重
を
高
い
精
度
で
推
定
す

る
計
算
式
も
得
ま
し
た
。ま
た
、

性
別
は
瘤
（
り
ゅ
う
）
状
鼻
管

と
い
う
嗅
覚
器
官
の
幅
の
大
き

さ
か
ら
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

余
談
で
す
が
、
瘤
状
鼻
管
は

メ
ス
よ
り
も
オ
ス
の
方
が
大
き

い
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。
広
い
海
の
中
で
、
オ
ス
が

メ
ス
を
探
す
た
め
に
大
き
く
な

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

雌
雄
別
の
年
齢
や
成
長
と
い

っ
た
デ
ー
タ
と
、
漁
獲
量
の
統

計
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
、

コ
ホ
ー
ト
解
析
と
呼
ば
れ
る
手

法
な
ど
を
用
い
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
の
資
源
量
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
資
源
管
理
手
法
の
効
果
を

推
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
魚
体

サ
ン
プ
ル
を
買
い
上
げ
る
必
要

が
な
い
と
い
う
点
で
す
。
背
ビ

レ
第
一
棘
や
瘤
状
鼻
管
は
商
品

価
値
に
あ
ま
り
影
響
の
な
い
部

位
で
あ
る
た
め
、
魚
市
場
に
水

揚
げ
さ
れ
た
キ
ア
ン
コ
ウ
か
ら

大
量
に
採
集
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
キ
ア
ン
コ
ウ
の
資
源
評

価
に
必
要
な
経
費
の
ほ
と
ん
ど

は
、
人
件
費
と
魚
市
場
へ
の
出

張
費
、
は
さ
み
な
ど
と
い
っ
た

消
耗
品
費
で
済
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。

陰
な
が
ら
こ
う
し
た
技
術
が

青
森
県
に
お
け
る
キ
ア
ン
コ
ウ

漁
業
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

も
水
産
政
策
改
革
の
推
進
の
一

環
と
し
て
資
源
評
価
対
象
種
を

拡
大
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
他
魚
種
で
も
こ
う
し
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
で
そ

の
問
題
を
解
決
で
き
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
つ
づ
く
�
次
回
は
１４
日
付
に

掲
載
）

多
く
の
関
係
者

が
参
加
し
た

道
東
小
型
さ
ん
ま
漁
業
協

議
会
の
東
野
勝
好
副
会
長
ら

一
行
は
８
日
、
農
林
水
産
省

に
伊
東
良
孝
副
大
臣
を
訪

ね
、
２
０
２
０
年
の
ロ
シ
ア

水
域
で
の
操
業
条
件
な
ど
を

決
め
る
日
ロ
地
先
沖
合
漁
業

交
渉
に
向
け
、
同
会
に
割
り

当
て
ら
れ
る
サ
ン
マ
漁
獲
枠

（
相
互
枠
）
の
大
幅
な
削
減

な
ど
を
水
産
庁
な
ど
に
要
請

し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

同
会
で
は
、
今
シ
ー
ズ
ン

の
サ
ン
マ
の
記
録
的
な
不
漁

に
よ
り
、
会
員
の
休
業
や
撤

退
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
枠
の

消
化
が
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
相

互
枠
の
削
減
・
見
直
し
と
と

も
に
、
有
償
枠
の
廃
止
を
引

き
続
き
強
く
要
望
し
た
。
さ

ら
に
出
漁
を
希
望
す
る
船
に

対
す
る
支
援
対
策
、
休
漁
予

定
船
に
対
す
る
漁
獲
可
能
量

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
・
権
利
留
保
に

対
す
る
公
的
支
援
、
入
漁
料

の
大
幅
な
引
き
下
げ
を
求
め

て
い
る
。

伊
東
副
大
臣
は
「
道
東
小

型
の
皆
さ
ま
が
苦
労
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
小
型
船
に
と
っ
て
は
漁

場
ま
で
距
離
が
あ
り
、
大
変

な
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
」
と

理
解
を
示
し
、
要
望
内
容
を

交
渉
に
織
り
込
め
る
か
ど
う

か
前
向
き
に
検
討
す
る
考
え

を
伝
え
た
。

【
鹿
部
�
北
海
道
】
道
立

漁
業
研
修
所
の
２
０
１
９
年

度
総
合
研
修
修
了
式
が
７
日

に
行
わ
れ
、
半
年
間
の
研
修

を
終
え
た
４７
人
の
若
者
が
修

了
証
書
や
各
種
資
格
を
手
に

各
浜
に
巣
立
っ
た
。

今
年
度
の
研
修
は
５
月
８

日
に
ス
タ
ー
ト
。
寮
生
活
を

送
り
な
が
ら
、
合
計
６
７
２

時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
こ

な
し
、
漁
労
活
動
や
漁
業
経

営
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の

習
得
に
励
む
と
と
も
に
、
一

級
小
型
船
舶
操
縦
士
な
ど
合

計
１１
種
類
に
及
ぶ
資
格
取
得

を
目
指
し
た
。

修
了
式
は
、
研
修
生
の
両

親
や
漁
協
関
係
者
の
ほ
か
、

地
元
・
鹿
部
町
の
盛
田
昌
彦

町
長
ら
来
賓
が
多
数
出
席
す

る
中
で
行
わ
れ
た
。

研
修
生
一
人
ひ
と
り
に
修

了
証
書
を
手
渡
し
た
喜
多
正

広
所
長
は
「
や
が
て
皆
さ
ん

が
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積

み
、
知
恵
と
工
夫
で
幾
多
の

困
難
を
乗
り
越
え
て
力
強
い

漁
業
者
に
成
長
し
、
漁
村
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
北

海
道
漁
業
の
新
し
い
未
来
を

つ
く
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
る
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。道

水
産
林
務
部
の
浦
島
浩

史
次
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
漁

業
情
勢
は
さ
ま
ざ
ま
に
変
化

し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、

若
い
皆
さ
ん
は
自
ら
学
び
、

創
意
工
夫
す
る
姿
勢
を
大
切

に
、
柔
軟
な
発
想
で
困
難
を

乗
り
越
え
、
北
海
道
漁
業
の

発
展
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
」

と
、
将
来
の
浜
の
牽（
け
ん
）

引
役
と
し
て
の
活
躍
を
期
待

し
た
。

会
場
に
は
研
修
生
が
製
作

し
た
ノ
ッ
ト
ボ
ー
ド
が
展
示

さ
れ
、
優
秀
作
品
に
は
表
彰

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

ま
た
、
修
了
式
前
日
に
は

両
親
や
世
話
に
な
っ
た
地
元

の
人
た
ち
に
研
修
の
成
果
を

披
露
す
る
「
海
友
祭
」
を
開

催
。
加
工
品
や
ハ
ン
モ
ッ
ク

な
ど
網
製
品
の
販
売
、
網
製

作
や
包
丁
研
ぎ
の
実
演
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

今
年
の
研
修
生
の
平
均
年

齢
は
１９
・
５
歳
。
４７
人
の
う

ち
３６
人
が
新
規
学
卒
者
。
こ

の
ほ
か
、Ｕ
タ
ー
ン
が
６
人
、

Ｉ
タ
ー
ン
が
２
人
い
た
。
出

身
地
域
別
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク

管
内
が
１７
人
と
最
も
多
か
っ

た
。同

研
修
所
は
１
９
９
７
年

に
開
設
し
た
。
昨
年
ま
で
の

総
合
研
修
修
了
生
は
合
計
８

９
８
人
を
数
え
、
全
道
各
地

の
漁
業
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
。

【
熊
本
】
ノ
リ
養
殖
の
労

働
環
境
改
善
と
生
産
拡
大
を

目
的
に
、
農
林
中
央
金
庫
熊

本
支
店
は
、
熊
本
・
Ｊ
Ｆ
大

浜
漁
協（
木
山
義
人
組
合
長
）

が
整
備
し
た
ノ
リ
共
同
乾
燥

施
設
の
事
業
費
に
対
し
、
１

億
９
０
０
０
万
円
を
融
資
し

た
。県

内
で
初
め
て
漁
協
主
導

の
ノ
リ
乾
燥
事
業
を
２
０
０

９
年
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
同

漁
協
が
２０
連
式
ノ
リ
乾
燥
機

１
台
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ

て
、
関
連
施
設
整
備
を
含
む

総
事
業
費
３
億
５
０
０
０
万

円
の
う
ち
、
浜
プ
ラ
ン
補
助

１
億
６
０
０
０
万
円
を
除
い

た
額
を
融
資
し
た
。

１１
月
〜
来
年
３
月
の
漁
期

に
向
け
３
経
営
体
が
新
た
に

共
同
乾
燥
事
業
に
参
加
す
る

た
め
増
設
し
た
。
所
有
す
る

８
連
式
乾
燥
機
計
３
台
を
利

用
し
た
共
同
事
業
を
実
施
す

る
。
２０
連
式
乾
燥
機
の
導
入

で
、
一
日
１３
時
間
の
作
業
時

間
が
５
時
間
短
縮
さ
れ
、
一

時
間
当
た
り
５
０
０
０
枚
の

生
産
枚
数
が
１
万
枚
に
倍

増
し
た
。
品
質
向
上
に
も
役

立
つ
と
期
待
を
集
め
て
い

る
。乾

燥
施
設
の
落
成
式
は
１０

月
３１
日
、
玉
名
市
の
同
漁
協

で
開
催
。
県
、
市
、
漁
協
関

係
者
ら
多
数
が
出
席
し
、
施

設
の
完
成
を
祝
っ
た
。

Ｊ
Ｆ
福
島
漁
連
（
野
�

哲
会
長
）
は
３０
日
、
東
京

・
築
地
場
外
市
場
の
生
鮮

市
場
「
築
地
魚
河
岸
」
の

イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
で
、

恒
例
の
「
の

ぞ
い
て
、
食

べ
て
、
福
島

県
漁
業
を
知
ろ
う

福
島

県
漁
業
の
今
と
試
食
会
」

を
開
く
（
写
真
は
チ
ラ

シ
）。

秋
も
深
ま
り
翌
日
に
は

師
走
の
声
を
聞
く
中
で
、

サ
ン
マ
の
刺
身
、
サ
バ
の

塩
焼
き
、
メ
ヒ
カ
リ
の
か

ら
揚
げ
を
無

料
で
振
る
舞

う
。
各
種
展

示
物
な
ど
を

通
じ
て
、
同

時
に
福
島
県
漁
業
の
現
状

を
消
費
者
に
知
っ
て
も
ら

う
。当

日
は
隣
接
す
る
「
魚

河
岸
食
堂
」
で
、
県
産
魚

を
使
っ
た
当
日
限
定
メ
ニ

ュ
ー
が
販
売
さ
れ
る
う

え
、
１
階
店
舗
で
県
産
魚

の
販
売
が
行
わ
れ
る
。

東京・豊洲市場の文化団体で、主に水産
仲卸業者の有志でつくるＮＰＯ法人築地魚
市場銀鱗会（粟竹俊夫理事長）は１２月１４日、
料理研究家の奥田ここ氏を講師に招いて
「豊洲市場で素材と仲良くなる料理教室」
を開く。旬の素材を取り上げて、市場人の
ノウハウを交えながらおしゃれな家庭料理
を学ぶ企画。第１回の食材にはホタテを取
り上げる。
ホタテの扱い方や料理について学べるほ

か、帰りに殻付きホタテの土産が出る。参
加費はレッスン代、材料費、土産代を含ん
だ税込みで６６００円。定員は２４人。
特種物を扱う仲卸「神奈辰」の社長でも
ある粟竹理事長がゲスト参加し、殻のむき
方や養殖物と天然物の見分け方、市場流の
食べ方などを披露する。会場は豊洲市場管
理施設棟１階の調理室。献立は、パーティ
ーにもぴったりのホタテを使った冷菜や温
菜。申し込み受け付けは１１月１８日～１２月１０
日。
銀鱗会のウェブサイト（https : //www.

ginrin.club）上で受け付ける。

単価（１０�当たり円）
対比
１.９８
－

１.５９
１.６４
－
－
－

１.９３
－
－

１.７２
－
－

１.７２
２.１４
２.０２
２.１０
－

１.９１
－
－

２.０２
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

２.０３
１.９９

２０１９年
４,２２３
－

３,３７９
２,７５４
－
－
－

４,０３０
－
－

３,４３３
－
－

３,３６５
４,１７６
３,９５８
３,９１２
－

３,６３２
－
－

３,８０７
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

３,８９１
３,９９７

２０１８年
２,１３６
１,４８９
２,１２４
１,６８１
３１,６７１
－
－

２,０８６
－
－

２,００１
５８２
－

１,９５７
１,９５０
１,９６０
１,８６５
－

１,９０２
－
－

１,８８３
－
－
－

２,０５７
２,０５７
－
－
－
－

１,９１７
１,４７５
－

１,９１３
１,７００
１,９１８
２,０１２

水揚金額（千円）
対比
０.６３
－

０.３８
０.２３
－
－
－

０.５５
－
－

０.２０
－
－

０.２９
０.３４
０.３１
０.２４
－

０.１４
－
－

０.１９
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

０.２３
０.４２

２０１９年
５,２５５,８２１

０
７６６,８８０
１９９,６８０

０
０
０

６,２２２,３８１
０
０

１３９,５６０
０
０

１１９,８１８
８１６,１３０

１,０７５,５０８
５２２,７６６

０
２９２,５９４

０
０

８１５,３６０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１,８９０,８６８
８,１１３,２４９

２０１８年
８,３６９,６９２

４９,９７８
２,０３４,４４８
８７０,３２４

６３
０
０

１１,３２４,５０６
０
０

７１１,０６９
４２３
０

４０８,５８３
２,４０２,１４７
３,５２２,２２２
２,１６６,０６６

０
２,０５０,１０６

０
０

４,２１６,１７２
０
０
０

４６,７７５
４６,７７５

０
０
０
０

３６２,８７０
２,７１１

０
３６５,５８１

９６９
８,１５１,７１９
１９,４７６,２２５

水揚数量（トン）
対比
０.３２
－

０.２４
０.１４
－
－
－

０.２８
－
－

０.１１
－
－

０.１７
０.１６
０.１５
０.１２
－

０.０７
－
－

０.１０
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

０.１１
０.２１

２０１９年
１２,４４５

０
２,２７０
７２５
０
０
０

１５,４４０
０
０

４０６
０
０

３５６
１,９５４
２,７１７
１,３３６

０
８０６
０
０

２,１４２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４,８５９
２０,２９９

２０１８年
３９,１８９

３３６
９,５８０
５,１７９

０
０
０

５４,２８３
０
０

３,５５４
７
０

２,０８８
１２,３１９
１７,９６８
１１,６１５

０
１０,７７８

０
０

２２,３９２
０
０
０

２２７
２２７
０
０
０
０

１,８９２
１８
０

１,９１１
６

４２,５０４
９６,７８８

花 咲
浜 中
厚 岸
釧 路
広 尾
オホーツク
その他
計
八 戸
久 慈
宮 古
山 田
大 槌
釜 石
大船渡
計
気仙沼
志津川
女 川
石 巻
塩 釜
計
四 倉
江 名
中之作
小名浜
計
大 津
那珂湊
波 崎
計
銚 子
勝 浦
千 倉
計

そ の 他
本 州 合 計
総 計

北

海

道

青森

岩

手

宮

城

福

島

茨

城

千

葉

２

落
成
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
木
山
組
合
長
㊨

導
入
し
た
２０
連
式
ノ
リ
乾
燥
機

ノリ共同乾燥施設に融資ノリ共同乾燥施設に融資

協
力
金
の
軽
減
第
一
に

協
力
金
の
軽
減
第
一
に

水産庁の保科正樹次長（中央）に要請する一行
（写真は道水産林務部提供）

道水産会

農林中央金庫熊本支店

現地で落成式

２０１９（令和元）年１１月１２日（火曜日）

日
ロ
地
先
沖
合
交
渉
で
要
請

サ
ン
マ�
枠
組
み
の
見
直
し
を�

漁
獲
枠
大
幅
削
減
な
ど

道
東
小
型
さ
ん
ま
協
議
会

大浜漁協の
整 備 資 金

伊
東
副
大
臣
に
要
望
内
容
報
告

修
了
証
書
を
授
与
す
る
喜
多
所
長
�

（
道
立
漁
業
研
修
所
提
供
）

ノ
ッ
ト
ボ
ー
ド
の
表
彰
式

（
道
立
漁
業
研
修
所
提
供
）

資
源
管
理
と
黒
潮
大
蛇
行
議
論

�
資
源
管
理
と
黒
潮
大
蛇
行�
議
論

初回ホタテは１２月１４日

漁
業
者
・
研
究
者
ら
１
３
０
人
が
参
加

道
立
漁
業
研
修
所

道
立
漁
業
研
修
所

小
田
原
で
相
模
湾
シ
ン
ポ
開
催

４７人が浜に巣立つ４７人が浜に巣立つ
北海道漁業の新しい未来を

年
齢
査
定
に
使
わ
れ
た
キ
ア
ン
コ
ウ
の

「
ち
ょ
う
ち
ん
」（
写
真
は
１８
歳
と
推
定
）

水
揚
げ
さ
れ
て
背
ビ
レ
第
一
棘
を
立
て

る
キ
ア
ン
コ
ウ

素材と仲良くなる料理教室素材と仲良くなる料理教室
豊洲市場・銀鱗会主催

青
森
産
技

４

編

青
森
県
農
林
水
産
部
水
産
局

水
産
振
興
課

竹

谷

裕

平
氏

全さんま集計。対比は前年同期比。２０１８年５～７月の公海試験操業分および１９年５～７月の公海操業分は含
まれていない

全国サンマ水揚げ状況（１０月３１日現在、１面参照）

ち
ょ
う
ち
ん
で
年
齢
推
定

�
ち
ょ
う
ち
ん�
で
年
齢
推
定

福
島
県
漁
業
の
今
と
試
食
会

福
島
県
漁
業
の
今
と
試
食
会

低
コ
ス
ト
で
キ
ア
ン
コ
ウ
資
源
評
価

築
地
魚
河
岸
で
３０
日
開
催

（第３種郵便物認可）


